児童輸送に関する安全についてのお願い
平成２１年１１月２７日
帯広地区ミニバスケットボール連盟

先に帯広で開催された「全国高校バスケットボール選抜優勝大会道予選会」(11/13～11/15)に参加予定の、滝川西高女子バスケ部のマイクロバス（バスケ部顧問の教諭が運転）が、１２日に帯広市内で死亡交通事故を起こしました。部員に怪我はありませんでしたが、部員の動揺等があり、同校は１３日からの大会参加を辞退しました。

今年大分県下で高校野球チームの移動の際、事故が起きるという事案もありました。過去にも児童・選手を輸送する際に、大きな事故が起きています。指導者や保護者の運転での移動は、大きな危険を伴います。日本ミニバスケットボール連盟からも、児童の輸送に関して、安全に充分配慮するように連絡が来ております。そこで次のことについて確認をしていただきたいと考えます。
○児童の移動はできる限り、公共の交通機関を利用する。

　　夏・冬の全道大会。地区選抜大会。北大会。東北海道大会への参加や、管外への練習試合など、長距離の遠征については公共の交通機関や貸し切りバスなどを利用するようにしてください。
○やむをえず指導者や保護者の運転で移動する場合は、危険及び責任等についての確認を行う。（同乗者保険の有無なども事前に確認する）
　　善意の行為が結果として、互いに不幸になることもあります。そうならないためにも、事前の話し合いや準備、責任の分担や事故が起きた時の対応などを事前にきちんと話し合ってください。

○余裕のある日程で行動する。

　　管外への遠征を、やむをえず自家用車で移動する場合、運転をする人の疲れを考え、日帰り等の強行日程は避け、ゆとりのある日程で行動しましょう。
○スポーツ安全傷害保険だけでなく、他の保険についても検討する。
　　スポーツ少年団活動ですが、送り迎えや、遠征中での事故など、スポーツ活動以外の問題もあります。それらにも対応するような保険について、日ごろから検討しておいてください。












